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　　　　　　　　　　　きれいな花ができたて

　村園芸クラブ（服部辰勇会長）では、「高齢者の生きがいと健康づくり推進モデル事業」で

建設した温室園芸パウスを使用し、さくら草と三色すみれを栽培しました。このうち、さくら草は

今月15・16日と21・22日の2回に分け、注文により450鉢を市価の半額で販売しました。

や
つ
た
〃
全
国
大
会
出
場
だ

1
貝
野
小
が
リ
コ
ー
ダ
ー
で
七
年
連
続
ー

　
第
十
九
回
新
潟
県
リ
コ
ー
ダ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
が
十
一
日
、
加
茂
市
の

加
茂
文
化
会
館
で
開
か
れ
、
貝
野
小
学
校
は
重
奏
・
合
奏
の
両
部
門
に

出
場
し
て
い
ず
れ
も
金
賞
を
獲
得
。
七
年
連
続
で
全
国
大
会
出
場
の
切

符
を
手
に
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
に
参
加
し
た
小
学
校
は
二
十
四
校
で
、
重
奏
六
曲
、
合
奏

二
十
五
曲
が
演
奏
さ
れ
、
う
ち
重
奏
で
三
曲
、
合
奏
で
八
曲
が
金
賞
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

　
貝
野
小
学
校
は
重
奏
の
部
で
「
ル
ー
マ
ニ
ア
民
踊
舞
曲
」
を
、
ま
た

合
奏
の
部
で
「
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
組
曲
」
を
演
奏
し
、
審
査
員
か
ら
「
重

奏
は
美
し
い
音
色
、
一
人
一
人
の
し
っ
か
り
し
た
奏
法
が
良
か
っ
た
。

ま
た
、
聞
い
て
い
る
人
も
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な
、
躍
動
感
い
っ
ぱ
い

の
舞
曲
に
仕
上
が
っ
て
い
る
」
。
合
奏
の
部
で
は
「
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

素
晴
ら
し
い
響
き
で
、
快
い
音
色
と
安
定
感
の
あ
る
ハ
ー
モ
ニ
ー
で
好

演
で
し
た
」
と
講
評
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
指
導
し
た
小
林
美
和
子
先
生
は
、

「
県
大
会
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
、
楽

し
ん
で
演
奏
が
で
き
ま
し
た
。
み
ん

な
の
気
持
ち
が
一
つ
に
な
っ
て
、
練

習
で
は
合
わ
せ
に
く
か
っ
た
音
も
ピ

タ
ッ
と
合
い
、
よ
く
響
い
て
い
ま
し

た
。
全
国
大
会
で
は
、
重
奏
は
表
現

力
を
更
に
磨
き
、
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な

雰
囲
気
が
出
る
よ
う
に
、
ま
た
、
合

奏
は
全
員
の
音
色
を
そ
ろ
え
て
、
迫

力
あ
る
演
奏
を
し
た
い
」
と
話
し
て

お
り
、
三
月
下
旬
に
予
定
さ
れ
る
全

国
大
会
に
向
け
て
、
練
習
に
一
層
熱

が
入
っ
で
い
ま
す
。

く1熱演する貝野小の皆さん（写真はBSNコンクールの時のもの）
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児
董
箏
当
O
支
給
対

象
離
欝
嚇
粥
歳
宋
満

に
な
憾
灘
載

　
平
成
4
年
1
月
1
日
に
制
度
が

改
正
に
な
り
、
支
給
年
齢
に
つ
い

て
経
過
措
置
が
と
ら
れ
て
き
ま
し

た
が
、
平
成
5
年
1
2
月
で
こ
の
経

過
措
置
が
終
わ
り
、
来
年
1
月
か

ら
支
給
対
象
年
齢
が
満
3
歳
未
満

に
な
り
ま
す
。

受
給
資
格
　
満
3
歳
未
満
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
人
（
所
得
に
よ

る
制
限
が
あ
り
ま
す
）

手
当
額
　
第
1
子
お
よ
び
第
2
子

は
5
、
0
0
0
円
、
第
3
子
以
降
ー

は
児
童
1
人
に
つ
き
1
0
、
0
0

0
円

手
当
支
払
月
　
2
、
6
、
1
0
月
に

前
月
分
ま
で
の
手
当
を
支
払
い
ま

す
。　

問
い
合
わ
せ
、
手
続
き
は
住
民

課
福
祉
係
（
内
線
皿
）
へ
。

高
等
職
業
訓
練
校

　
　
　
　
生
徒
募
集

　
十
日
町
市
高
等
職
業
訓
練
校
で

は
、
平
成
6
年
度
の
生
徒
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
こ
の
訓
練
校
に
は

次
の
特
色
が
あ
り
ま
す
。

①
国
、
県
、
十
日
町
市
、
中
魚
沼

　
町
村
か
ら
補
助
を
受
け
て
運
営

　
し
て
い
る
の
で
、
3
分
の
ー
の

　
費
用
で
受
講
で
き
る
。

②
実
技
に
必
要
な
教
材
は
貸
与
、

　
又
は
無
料
で
支
給
す
る
。

募
集
締
切
　
平
成
6
年
3
月
1
5
日

（
但
し
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り

ま
す
）

提
出
書
類
　
入
校
申
込
書
（
訓
練

校
に
あ
り
ま
す
）
、
写
真
2
枚

お
問
い
合
わ
せ
　
十
日
町
職
業
訓

練
校
（
十
日
町
市
大
字
新
座
甲
捌

番
地
1
暦
52
1
3
8
0
3
番
）

科　　　目 定員 期．間 経　　費

建築製図科 15 6カ月 56，000円

コンピュータ科 16 6カ月 93，000円

ワープロ科 10 15日間 27，000円’

経理事務科 15 8カ月 62，000円

測　　量　　科 20 3カ月 42，000円

造　　園　　科 10 3カ月 46，000円

建　　築　　科 10 3日間 22，500円

生
徒
響
募
集
中

　
新
潟
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学

校
で
は
、
平
成
6
年
度
入
学
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

1
、
募
集
科
・
定
員
等

科　　名 定員 備　　　考

生産技術科 20名
※いずれの科も修業

年限は2年で男女

　を問わない。

※定員には推薦によ

　る入学予定者若干

名を含む。

制御技術科 20名

電子技術科 20名

情報処理科 20名

住居環境科 20名

計 100名

2
、
応
募
資
格
　
学
校
教
育
法
に

　
　
よ
る
高
等
学
校
を
卒
業
し
た

　
　
者
（
平
成
6
年
3
月
卒
業
見

　
　
込
者
含
む
）
又
は
、
こ
れ
と

　
　
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る

　
　
と
認
め
ら
れ
る
者
。

3
、
願
書
受
付
期
間
　
平
成
6
年

　
　
1
月
1
0
日
㈲
～
1
月
2
8
日
㈹

4
、
選
考
目
　
2
月
8
日
㈹

5
、
選
考
科
目
　
数
学
（
数
学
1

　
　
お
よ
び
基
礎
解
析
）
・
英
語

6
、
試
験
地
　
長
岡
市

7
、
受
験
料
　
1
5
、
0
0
0
円

8
、
お
問
い
合
わ
せ
　
新
潟
職
業

　
　
能
力
開
発
短
期
大
学
校
学
務

　
　
課
（
新
発
田
市
新
富
町
1
1

　
　
7
－
2
1
暦
0
2
5
4
i
2
3

　
　
1
2
1
6
8
番
）

交
通
麟
激
覇
相
談
‘

お
受
購
ー
灘
瀧

　
社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協
会

新
潟
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン

タ
ー
で
は
、
無
料
で
交
通
事
故
相

談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　
相
談
日
は
祝
祭
日
を
除
く
月
曜

か
ら
金
曜
の
午
前
9
時
3
0
分
か
ら

午
後
4
時
4
0
分
で
す
。
電
話
で
の

相
談
も
で
き
ま
す
（
盈
晒
－
泌
1

1
8
5
1
番
）

　
ま
た
、
毎
週
水
曜
日
の
午
後
1

時
か
ら
4
時
ま
で
は
弁
護
士
相
談

も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
セ
ン
タ
ー
所
在
地
　
新
潟
市

本
町
通
七
番
町
1
0
8
2
興
亜
火

災
ビ
ル
新
潟
支
店
5
階

ご
利
用
く
だ
、
鷺
∴

　
　
　
　
　
村
O
奨
学
金

　
村
で
は
、
有
能
な
人
材
を
育
成

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
高
等

学
校
以
上
の
学
校
入
学
者
の
皆
さ

ん
に
、
入
学
準
備
金
及
び
奨
学
金

の
貸
付
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
入
学
準
備
金
・
奨
学
金
と
も
無

利
息
で
、
し
か
も
手
続
き
は
簡
単

で
す
。

　
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
請
期
間

内
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
申
請
期
間
　
平
成
6
年
1
月
1
7

　
日
㈲
か
ら
3
月
1
5
日
㈹

◎
資
格
　
村
内
に
住
所
を
有
し
、

　
か
つ
村
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

　
こ
と

◎
受
付
・
問
い
合
わ
せ
　
村
教
育

　
委
員
会
学
校
教
育
課
（
内
線
盈
）

入学準備金貸付金（無利息）奨学金貸付金（無利息）

区　分 月　額 貸付期間 据置期間 返済期間 区　　分 貸　付　額 据置期間 返済期間

高等学校

　　円
10，000

貸付開始

の月から

正規の修

業期間が

終了する

まで

6ケ月

貸付期間

に相当す

る期間内

高等学校

　　円以内

200，000

1ケ年
40ケ月

以内

高等専門学校

専修学校

　　円
15，000

高等専門学校

専修学校

　　円以内

300，000

大　　学

　　円
20，000 大　　　　学

　　円以内

400，000

％
．

響
9
裟
一

麟
瀬
・
ρ
　
三

、

醐
6
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熱
甑
　
’

螢
錦

働
慧
マ
媚
鑑

　
　
高
等
学
校
教
育
‘

　
働
き
な
が
ら
高
等
教
育
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
定
時
制
・
通
信

制
課
程
の
生
徒
を
次
に
よ
り
募
集

し
て
い
ま
す

◆
募
集
し
て
い
る
学
校

　
○
定
時
制
課
程
　
県
内
の
公
立

　
　
高
等
学
校
1
7
校
2
1
学
級

　
○
通
信
制
課
程
　
新
潟
高
等
学

　
　
校
（
〒
鯉
新
潟
市
関
屋
下
川

　
　
原
町
2
f
晒
）
盈
晒
i
鰯
1

　
　
2
0
2
4
番

　
　
高
田
南
城
高
等
学
校
（
〒
％

　
　
上
越
市
南
城
町
3
－
3
－
8
）

　
　
岱
0
2
5
5
－
2
3
i
7
6
7

　
　
2
番

◆
応
募
資
格

　
○
平
成
6
年
3
月
に
中
学
校
も

　
　
し
く
は
こ
れ
に
準
ず
る
学
校

　
　
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

　
○
中
学
校
も
し
く
は
こ
れ
に
準

　
　
ず
る
学
校
を
卒
業
し
た
者

　
○
中
学
校
を
卒
業
し
た
者
と
同

　
　
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認

　
　
め
ら
れ
る
者

　
※
年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん

◆
願
書
の
提
出

　
次
の
期
間
に
応
募
す
る
学
校
へ

　
　
定
時
制
課
程
　
2
月
7
日
㈲

　
　
か
ら
2
月
1
0
日
㈲
正
午
ま
で

　
。
通
信
制
課
程
　
2
月
2
1
日
㈲

　
　
か
ら
4
月
6
日
㈱
午
後
4
時

　
　
ま
で

◆
学
力
検
査

　
○
定
時
制
課
程

　
　
　
　
　
　
　

　
　
3
月
8
日
火

　
　
　
　
　
　
（

　
　
国
語
、
社
会
、
数
学
、
理
科
、

　
　
英
語
の
5
教
科
に
つ
い
て
全

　
　
日
制
と
同
時
に
実
施
。

　
○
通
信
制
課
程

　
　
実
施
し
な
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　
○
出
願
手
続
き
　
出
身
中
学
校

　
○
学
習
内
容
等
　
出
願
す
る
高

　
　
等
学
校

　
○
そ
の
他
　
県
教
育
庁
高
等
学

　
　
校
教
育
課
（
暦
晒
－
獅
i
5

　
　
5
1
1
内
線
3
8
8
1
～
3

　
　
8
8
3
番
）

学
割
糠
7
灘
券
O

　
　
　
　
　
ご
案
内

・
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
上

越
国
際
清
津
ス
キ
ー
場
の
学
割
リ

フ
ト
券
の
ご
案
内
を
い
た
し
ま
す
。

★
回
数
券
・
一
目
券

　
村
内
の
小
・
中
学
生
に
限
り

　
回
数
券
　
千
五
百
円

　
『
日
券
　
千
五
百
円

　
た
だ
し
、
こ
の
券
は
清
津
ス
キ

　
ー
場
の
み
の
利
用
と
な
り
ま
す
。

★
購
入
万
法

　
清
津
ス
キ
ー
場
管
理
事
務
所

　
（
プ
レ
パ
ブ
の
建
物
）
に
直
接

　
出
向
き
、
学
校
名
と
氏
名
を
告

　
げ
て
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

★
問
い
合
わ
せ

　
公
民
館
ヘ

ス
糞
懸
繕
禦
ス
タ
イ

マ
も
過
償
楼
禁
物

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
雪
や
凍
結

に
よ
る
ス
リ
ッ
プ
事
故
が
多
発
し

ま
す
。
ス
リ
ッ
プ
事
故
の
多
く
は

運
転
手
の
過
信
に
よ
る
も
の
で
、

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
に
よ
る
急

ブ
レ
ー
キ
が
主
な
原
因
で
す
。

　
路
面
が
雪
氷
状
態
に
あ
る
と
き

は
ス
ピ
ー
ド
を
控
え
目
に
、
特
に

急
パ
ン
ド
ル
、
急
ブ
レ
ー
キ
は
絶

対
に
避
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

滑
り
や
す
い
峠
な
ど
に
向
か
う
と

き
は
、
早
目
に
タ
イ
ヤ
チ
エ
ー
ン

を
装
着
し
、
ス
リ
ッ
プ
事
故
に
備

え
ま
し
ょ
う
。

東
北
電
力
か
ら

・
雪
お
ろ
し
の
時
に
電
線
に
雪
を

　
当
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
変
圧
器
や
電
線
に
触
れ
る
と
、

　
感
電
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の

　
で
、
付
近
で
作
業
す
る
場
合
は

　
十
分
ご
注
意
願
い
ま
す
。

・
電
線
が
切
れ
て
道
路
に
落
ち
て

　
い
る
と
き
は
、
絶
対
に
さ
わ
ら

　
ず
に
、
十
日
町
営
業
所
（
暦
52

　
ー
3
1
0
7
番
）
へ
連
絡
し
て

　
く
だ
さ
い
。

N
T
T
か
ら

・
電
話
引
込
線
の
着
雪
、
た
る
み

　
に
よ
る
断
線
事
故
が
増
え
る
時

　
期
で
す
。
雪
お
ろ
し
の
際
、
電

　
話
引
込
線
、
電
話
ケ
ー
ブ
ル
に

　
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
除
雪
に
よ
る
電
話
ケ
ー
ブ
ル
損

　
傷
で
電
話
の
不
通
事
故
が
増
え

　
ま
す
。
除
雪
作
業
は
電
話
ケ
ー

　
ブ
ル
に
雪
を
飛
ば
さ
な
い
よ
う

　
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

鐸
南
地
域
衛
生
施
設

組
禽
年
末
年
始
の
業

務
の
爲
知
穆
欝
・

年
末

○
ご
み
の
収
集
・
持
ち
込
み

　
1
2
月
3
0
日
ま
で
行
い
ま
す
（
持

　
ち
込
み
時
間
は
午
後
4
時
ま
で
）

○
し
尿
の
汲
取
り

　
1
2
月
2
8
日
ま
で
行
い
ま
す

○
火
葬
業
務

　
1
2
月
31
日
ま
で
行
い
ま
す

年
始

　
各
業
務
と
も
1
月
3
日
ま
で
休

業
し
、
4
日
か
ら
平
常
業
務
を
行

い
ま
す

年
恭
難
漿
鋤

　
　
　
　
襲
災
瀞
防

　
平
成
5
年
も
あ
と
わ
ず
か
と
な

り
ま
し
た
。

　
年
末
年
始
は
、
ど
の
お
宅
で
も

火
を
使
う
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

火
災
の
な
い
年
末
を
過
ご
し
て
、

新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

　
暖
房
器
具
、
特
に
石
油
ス
ト
ー

ブ
に
よ
る
火
災
は
大
変
多
く
発
生

し
て
お
り
、
そ
の
原
因
は
ち
ょ
つ

と
し
た
不
注
意
に
よ
る
も
の
で
す
。

暖
房
器
具
は
正
し
く
取
り
扱
い
、

点
検
を
忘
れ
ず
に
行
っ
て
く
だ
さ

い
。　

ま
た
、
火
を
使
っ
て
い
て
そ
の

場
所
を
離
れ
る
時
は
、
必
ず
火
を

消
し
て
か
ら
離
れ
る
よ
う
に
し
ま

し
よ
う
。

U
桑
ー
ン
登
録

　
　
　
　
　
ー
嶺
灘
継
わ

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町
職
安
で

は
、
新
規
学
卒
者
の
地
元
就
職
の

促
進
と
、
地
元
出
身
の
県
外
在
住

者
の
∪
夕
ー
ン
就
職
に
力
を
注
い

で
い
ま
す
。

　
∪
タ
ー
ン
登
録
さ
れ
た
方
に
は

「
求
人
一
覧
表
」
等
を
定
期
的
に

送
付
し
、
地
元
で
∪
タ
ー
ン
就
職

が
で
き
る
よ
う
職
業
相
談
に
応
じ

て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
∪
タ
ー

ン
登
録
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
　
パ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町

職
安
（
費
52
－
2
4
0
7
番
）
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　12月25日～1目11日
暮らしのカレンダ・一

25仕）

26（日）

27㈲

28の 役場仕事納め

29（胸

30休）

31縦）

1仕） 元日

2（日）

3（月）

4（殉 役場仕事始め

5依）

6（木） 消防出初式　合総合センター　010：00～

7絵）
新年名刺交換会　合Uモール　（D11：00～

心配ごと相談（藤田義一）　倉老人福祉センター　（D13：30～16：00

8（ガ

9（日）

10（月）

乳児健診（H5．2．1～3．31生・H5．8．1～9．36生）合保健センター

㊤13：00～13：30（受付）

小中学校始業式

交通事故相談　倉十日町市役所　（D10二〇〇～14：00（受付）

11侠）

※変更する場合があります。ご用の際は確認をお願いします。

㊧㊥山・医院騨講

⑳㊦山・医院騨講

⑳大島医院禅講
⑳富田医院禅講1

②大坪医院禅謝1

⑭池田医院禅舗1

⑭大熊内科医院禅講

　　　お正月が釆ると、大人は
毒お年玉1こ頭を悩ませ鵡

コ　　　ニ

噌i年i釜堕罎謬洗麓
ヨ　　　ニ

：　iいえぱ、お年玉はお金と無
i玉i関臨新年に迎えるその年

　　　　　　　　　もちの神様￥歳神様にお供えした餅や米

を子供たちに分け与えたのがお年玉

でした。歳神様が召し上がった後の

餅には、神様の霊魂が宿ると考えら

れていて、それをいただくのはとて

もありがたいことだったのです。

ところで、ここ1、2年のお年玉

の相場は小学校高学年で、5干円前

後ということです。これを多いとみ

るか、適当と思うか、あるいは少な

いとみるかは、やるほうの側からす

れぱ、意見の分かれるところでしょ

つ　　o

今月の納税と振替日

■国民健康保険税　　（12月27日）

■
．
国民年金保険料　　（12月27日）

■保育料　　　　　　（12月27日）


